






1.研究目的並びに方法 

妊娠中の冷房使用が,妊娠,分娩,新生児にどのような影響を与えるかについて,本研究班 8

大学の附属病院並びにその関連病院での調査カードの集計結果をもとに,コンピューター

を使用した種々の解析を施行中である。前年度の総症例数 1,255 例の結果では 

1)産科異常の発生率:使用例 26.1％,非使用例 31.8%と前者で低値を示す傾向にあったが,

推計学的に有意差は示さなかった。しかし,冷房の使用時間,使用期間別に分類し調査した

ところ,使用時間,使用期間の長いものほど低値を示す傾向を認め,1日4時間以上,2ケ月間

以上の使用といった長時間使用例での産科異常の発生率は,18.3%となり推計学的にも有意

差(P＜0.05)を示した。 

2)また,流早産の頻度でも非使用例 12.1 毎に対し,使用例 6.2%と有意に(P＜0.015)低値を

示した。 

3)その他,周産期死亡率,母体異常の発生率,児体重,SGA・LGA の頻度,分娩時出血量といっ

た各項目については,2 群間に有意差は認められなかった。以上,前年度の成績では,冷房使

用例に妊娠異常の発生が少ないという結果が得られたが,本年度は更に 5,165 例を追加し,

総症例数 7,420 例での集計結果を報告する。 


